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今月は、固定資産税第3期分

(市税〉と、個人事業税第1期分

(県税)を納める月です。

忘れないうちに納めておきま し

ょう。
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新しい西大村出張所ができあがり、8月8日から新しい事務所で仕事をし

ていますD この事務所には事務室のほかに、大会議室をもうけ、非常に明

るく 、風通しが良く 、住民に親しみやすいように作られています。

電話番号は3725番。

総建坪は145.71平方メ ー トノレ、会議室が64平方メー トノレ、事務室

が40平方メー トノレですD 総工費=約265万円。

場所も旧出張所のすぐ前で、
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と
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。
周
囲
に
燃

一

え
や
す
い
も
の
の
あ
る
場
所

一

風
の
強
い
目
、
火
災
警
報
発

一

令
中
に
は
花
火
を
し
な
い
こ

一

と。

あ
と
始
末
も
大
切
な
こ

一

と
で
す
c

一

花
火
と
と
も
に
マ

ヮ
テ

ニ

取
扱
い
に
注
意
す
る
こ
と
。

一

と
く
に
子
供
た
ち
に
は
、
マ

-

ツ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
取
り

一

扱
わ
せ
な
い
よ
う
に
し
、
ふ

一

だ
ん
か
ら
マ
ッ
チ
な
ど
の
お

一

き
場
所
は
、
子
供
の
手
の
と

一

ど
か
な
い
と
こ
ろ
を
選
ん
で

一

お
い
て
お
く
な
ど
十
分
の
注

一

意
が
必
要
で
す
。

一

庄司王司× 

' n、

X 



り大村市政だよ昭和33年4月22日第三種郵便物認可昭和41年8月10日
(2) 

8月4日、大村市民会館の起工式が行なわれました。

この市民会館が建設される場所は、大村警察暑のすぐ近

くで、大村市街の中心部に作られます。この会舘には2

階も含めて固定席1.400個があり 、音響効果なども十分

に考えてあり、大会議室と図書館も作られ、市民の教養

の殿堂として来年3月完成します。鉄筋コシク リート2階

建(一部3階〕。延建坪=2，838平方メートノレ。総工費=約

1億2千7百万円。

一
永
久
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

先
ほ
ど
行
な
っ
た
実
態
調
査
を
基
に
し
て
作
成
し

た
永
久
選
挙
人
名
簿
は

一
般
市
民
み
な
さ
ん

に
見
て

い
た
だ
き
、
訂
正
や
追
加
登
録
が
で
き
ま
す
。

期
間

八
月
二
十
六
日
か
ら
九
月
九
日
ま
で

場
所

市
役
所
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

一一 市民会館の起工式
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年
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の
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給

現
在
支
給
さ
れ
て
い
る
老

令
福
祉
年
金
は
、
明
治
四
十

四
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
が
、
七
十
才
に
達
し

た
日
に
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し
、
翌
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か
ら

支
給
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れ
ま
す
。

ま
た
、
明
治
四
十
四
年
四

月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

?ザ

納涼
口大村部隊盆踊り

8月14日 午後7時から

場所 大村部隊営庭

口竹松地区盆踊り

8月16日 午後8時から

場所竹松本町遊園地

アトラクシヨン

金魚すくい大会 (無料)

西瓜割り大会 (無料)

ハワイアンパシド演奏

は

(
他
の
各
種
年
金
制
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に

入
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て
い
な
い
入
)
拠
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加
入
し
て
、
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十
五
才
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れ
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十
才
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か
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給
さ
打
ま
す
。
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中央子供遊園地場所

口敏光協会盆踊り

8月16日、n日 午後8時から

郡橋下場所午後8時から8月16日

id 
8月背日 公民舘前

口福重青年団盆踊り

場所

市庁含横海岸

午後8時から

場所午後8後から

口諏訪地区盆踊り

8月20日口花火大会
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台
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入
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六
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ロ

八
百
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今
年

一
月
、
大
村
湾
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県

立
公
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た
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を

機
会
に
、
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れ
た
風
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と
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史
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に
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も
発
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つ
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あ

る
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を
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く
紹
介
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る
た
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「
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光
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光
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つ
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の

と
お
り
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集
し
て
い
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す
。
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八
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た
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ご
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く
だ
さ
い
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光
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民
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応
募
資
格

作
品
①
大
き
さ

B
2
判
(
日
セ

シ
チ
×
臼
セ
ン
チ
)
以
上

②

「
大
村
湾
県
立
公
園
指
定

記
念
」

と
「
大
村
」
の
文
字

を
入
れ
、
下
部
に
主
催
者
名

と
後
援
者
名
を
必
ず
入
れ
る

こ
と
。

③
裏
面
に
説
明
、
住
所
、
氏

名
を
明
記
す
る
こ
と
。
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一
観
光
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真

応
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資
格
一

般
市
民

作
品
①
大
き
さ
白
黒
H

四
ツ
切

カ
ラ
H

キ
ャ

ビ
ネ
以
上

②
裏
面
に
説
明
と
デ
!
タ
ー

を
明
記
す
る
こ
と。

な
お
、
ポ
ス
タ
ー
、
写
真

と
も
作
品
は
返
却
い
た
し
ま

せ
ん
。
版
権
は
主
催
者
に
属

し
ま
す。

絵

画

応
募
資
格

一
般
市
民
、
高

校
生
、
中
学
生、

小
学
生

作
品
①
大
き
さ
中
学
生
、
高
校

生
、
一

般
け

B
3判

(
鉛
セ

ン
チ
×
臼
セ
シ
チ
)
以
上
小

学
生

H
B
4
判
(
部
セ
シ
チ

×
鉛
セ
シ
チ
)
以
上

②
使
用
絵
具
、
枚
数
は
制
限

あ
り
ま
せ
ん
。

町口
内口
対
抗
ソ
ボフ

口大
口会

第
九
回
町
内
対
抗
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
行
な
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
は
、
夏
休
み
に
お

け
る
少
年
の
犯
罪
防
止
と
、

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
競
技
に
よ
る
節
度

を
養
な
い
心
身
の
健
全
な
発

展
と
体
位
の
向
上
お
よ
び
町

内
の
相
互
の
親
睦
を
は
か
る

た
め

に
行
な
わ
れ
る
も
の
で

す
。
参
加
す
る
の
は
、
小
学

の
部
三
十
二
チ

i
ム
、
中
学

(
男
)
の
部
三
十
六
チ

i
ム

口口口
黒ん坊大会聞く
口口口

市内の海水浴場は連日

の猛暑の中で大変なにぎ

わいを見せています。そ

こでつぎのとおり黒ん坊

大会を行ないますので、

みなさんふるってご参加

下さい。

日時 8月14日
から

場所 玖島崎海水浴場

審査一般の部、中学の

部、小学の部に分けて

審査します。

午後3時

I 

中
学
(
女
)
の
部
十
ニ
チ
!
ム

で
約
一

千
名
で
す
。

期
日

八
月
十
三
日、

十
四

目
、
二
十
日、

二
十
一

日

場
所

西
大
村
中
学
校
、
中

央
小
学
校
、
西
大
村
小
学

校
グ
ラ
ワ
ン
ド

口
口
口

児
童
相
談
室
を
開
設

口
口
口

近
年
増
加
の
傾
向
に
あ
る

児
童
問
題
に
対
処
し
、
家
庭

に
お
け
る
適
正
な
児
童
養
育

そ
の
他
家
庭
児
童
福
祉
の
向

上
を
図
る
た
め
、
昭
和
四
十
一

一
年
七
月
か
ら
福
祉
事
務
所

↑

内
に
家
庭
児
童
相
談
室
を
設

一

置
し
相
談
員
二
名
を
配
置
し
一

て
専
門
的
技
術
を
必
要
と
す

~

る
相
談
指
導
業
務
を
行
な
っ

一

て
い
ま
す
。
も
し
、
児
童
問

一

題
で
お
困
り
の
か
た
は
福
祉
~

事
務
所
へ
お
い

で
く
だ
さ

い一

口
口
口

一

忌

明

に

寄

付

一

口
口
口

一

市
内
玖
自
国
郷
の
岩
水
五
郎
一

さ
ん
は
、
母
サ
ノ
イ
さ
ん
の
忌
一

明
に
際
し
、
ま
た
、
市
内
日
』

泊
郷
の
山
口
政
志
さ
ん
は
父
一

勘

一
さ
ん
の
忌
明
に
際
し
金

一

一
封
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
.

イ

口
口
口

福
祉
年
金
証
書
を
交
付

口
口
口

福
祉
年
金
定
時
届
の
た
め

提
出
さ
れ
て
い
た
証
書
を
八

月
十
八
日
か
ら
交
付
い
た
し

ま
す
の
で
、
保
管
証
と
証
書

ーJに
捺
印
し
て
い
る
印
か
ん
を

も
っ
て
各
出
張
所
で
お
受
取

り
く
だ
さ
い
。
な
お
大
村
地

区
と
萱
瀬
地
区
の
荒
瀬
町
の

方
は
保
険
年
金
課
で
交
付
し

ま
す
。

海口
水口
浴口
場
の
水
は
き
れ
口い
口で
口す

市
内
海
水
浴
場
の
水
質
検

査
は
七
月
中
に
二
回
行
な
い

かならず

っきそって

ま
し
た
が
、
非
常
に
良
好
で

し
た
。

あぶなく

ない ように
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こどもの火あそび
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居眠り事故は

こうして防げる
①身体にあまり負担がかからないように軽装にする

こともよいこと です。しかし、あまり薄着すると冷 | 土
えこんで、かえって疲労を早めることがあり ますの | 日
で注意しまし ょう。 I 以

②νートはハンドノレの高さに合わせて調節し、楽な l c 
姿勢で運転してください。 I 届

③車の運転は、全身運動ではないので、血液のじゅ | 出

んかんが悪くなり、ぼんやりすることがあります。 I で
こんな時には、車をとめて外の空気にふれ、軽い体 | ま

操や、深い呼吸をすることです。気分転換は眠気を | し
| よ

払いのけます。 I ぅ
④濃いコーヒーやチョ ゴレートを口にするエともよ o 

いことです。また音楽をかけて耳に刺激を与えるの 1. 

も眠気をさますーっの方法です。

⑤時には停車してみたりスピード を変えた りして運 i 
転にアクセントをつけること もよい方法です。 l

山池太本大遷尊公の現安のし来陀中大年 千 三ちと刀 i
仙田良 宮村 しをのちと置三たの如腹村聞大 手多 ~'i\tlj
乗の 岳と家太太 頃十称 し尊 。三来 でを(僧 院羅望~:;，，~，，:斗
院里山し鎮良良 、六し大をそ尊 、観 お さ正宝山ノ、、ぷA
を(金 た護山岳こ代す崇 郎郡 しを釈世 と罪行円大--:'~ "，/):，，~" .. ~~ 
建三泉 。の 大にの純ぞめ 山岳て発 加音ず す基 寺権 E2.tjA 
造城寺更宗権奉三伊示た権にこ見如 菩れ ム 菩 現歩1141.j1
し)をに廟現 i J 一二湖町蹴制礎部制御圃薩 、に 薩 とずや1 ・3
下 作建 神とと 圃画面醸議議機撃波遊撃灘 、郡年は① 多 I~;"'~ )....~A 
呂 冨造 宮な 崇 酒田盟襲鐙緩緊議議室懇畷鱗阿岳 )和 羅 IY;)'以け

; と 松し 寺 しめ眉懸撃議:警警警護 弥の に銅 山 V.:.1:.~::，{::~::， :1 ~ 
i富しど蜂村 富離器議幹線雪瀦 院現で 山 し ，l-<T.;，:'ふた~ ~ 
z松たが 起領天冨欝欝緩蕊議十こをあでた わ，，'，以j;
山 。焼の内正 面龍饗遊撃努 み三事調理奉こっ往。 人
;の こ 滅際 に二瞳鱗還さ品迎のた来太 '1 ¥":(，¥y)， ~ 
下 のし 、キ 年 .醸霊盤撃 :フ?議蕊:三 遜2謹蓬 し下のは良 lμ 
宮時 、社リ 8 .醸饗饗 二一Jぐ乙 蓮量5簿事 た宮でき岳 1:.，司h尽司h¥'.:.うJ“f八へ九¥，)バミ
共太僧殿 νZ孟一 E鱗号~， t三;三=三 墾窓語溢益 。富太わは ;弘:岱}三;三2主μ'ど.~ ~ 
bにこ良徒 、夕=ヨ3圃麟髭::':1達〓 S主:主 t蓄委率;翠道置 松良め無
2其岳を仏:.:$ .摩守静子J 霊守懇冨 山山て 双 肩、

三の本殺閣教 v .;要 三 台襲警富 仙大困の ~ 
災宮害な徒大.~，~二 Vi'パ拘置 棄権難検

島議高時点吟-'.""':o.'"苧 主吾幸司圃圃蕗

ミ 村 寺建更 廟 益 出会初会ぷ関圃 尊 だ大棚つを阿イ己 :事
池こと立にを副議をおわ 仁差額役懇霊園 を。 定にし、 察金じ よ
田の号しそ建 巌おおき雪竹竹書 守ぷ婦警遺書 t安そ 寺上 で知法たり
堤宝し 多 の立 :マ竺竺7 守、殺塑直 置し 旧 陸黒し印がこ
の円 だ羅附 し紙撤4 ヲ ~ 糊掴隠 し て跡し丸三 が 、と
上寺 。山近 、)二相 法お純のれ二守 こにてよ 尊焼こご
にの 千に上 池年議印よ長後住年護の草嬉りの亡 れと
あ 跡 手 祈宮 田口し 寛士び 公二 ん余し草庵野乗神すよく
たは 読願と山与、 盛;観は十だもて庵 をに船体る り焦 3
o西 宝寺なに 22万らう音 旧二。か三に結至、をこ先土
u 大 円をし神年治と寺臣代そ く 十三んり川 かとにと

8月15日は終戦の
日正午に黙とう

を捧げよう

8月15日は終戦の日です。

第二次大戦では、多数の国民が

犠性となり ました科、国民がそれ

ぞれの職場、家庭において、平和

の礎となられた戦争犠性者に追悼

の意をあらわし、平和への思いを

新たにするため、 8月15日、 東京

で「全国戦没者追悼式」が行なわ

れます。本年は終戦後21年目に

あたり ます。 職場や家庭で半旗を

揚げ、市民全員が正午のサイレン

(一分間呼鳴)を合図に黙とうを

樺げましょう。
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⑥その日の疲労

は、その日にさ

っぱり なくした

いものです。夏

の夜は短く寝つ

きにくいもの、

夜ふかしはやめ

て十分に睡眠が

とれるよう、 規

則正しい生活で

体の調子を整え

ておきましょう

②運転者の雇い

主や、管理する

立場にある方は

運転者の過労に

なるような運行

スケジューノレを

立てたり、過労

している時に無

理な運転をさせ

ないよう注意し

てください。
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